








留 園 試 論
──档案に基づく中国庭園経営の実態──
緒 方 賢 一







































区分 名称 時代 園主 関連する文人
第一期 東園 明 徐泰時（1540-1598） 江盈科（1553-1605）
袁宏道（1568-1610）
第二期 寒碧山荘、劉園 清 劉恕（1759-1816） 銭大昕（1728-1804）


























































































































































































































































































西暦 中国年号 干支 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月年間
1885 光緒 11 乙酉
1886 光緒 12 丙戌 ○ ○ ○
1887 光緒 13 丁亥
1888 光緒 14 戊子 ○ ○ ○
1889 光緒 15 己丑
1890 光緒 16 庚寅
1891 光緒 17 辛卯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1892 光緒 18 壬辰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1893 光緒 19 癸巳 ○ ○
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1894 光緒 20 甲午
1895 光緒 21 乙未
1896 光緒 22 丙申
1897 光緒 23 丁酉
1898 光緒 24 戊戌
1899 光緒 25 己亥
1900 光緒 26 庚子 ○ ○ ○ ○
1901 光緒 27 辛丑
1902 光緒 28 壬寅 ○ ○ ○ ○
1903 光緒 29 癸卯
1904 光緒 30 甲辰 ○ ○
1905 光緒 31 乙巳
1906 光緒 32 丙午 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1907 光緒 33 丁未 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1908 光緒 34 戊申 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1909 宣統 1 己酉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1910 宣統 2 庚戌
1911 宣統 3 辛亥 ○
1912 民国 1 壬子 ○
1913 民国 2 癸丑 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1914 民国 3 甲寅 ○ ○ ○ ○
1915 民国 4 乙卯 ○ ○
1916～1932年の档案なし












































































































































お わ り に
蘇州でも一二を争う名園として名をはせた留園であるが，そこが単なる
趣味的な空間ではなかったことは明らかにできたかと思う。入園料を取っ
て一般の人に開放していたことから，一部の限られた人にだけ見せる閉鎖
的開放ではなかったこともわかった。
また，留園が当初から義荘として購入され，建設・整備されたことも確
認できた。一般の人には庭園として開放し，その美しさを鑑賞してもらい
つつも，その入園料は義荘としての留園経営に充てていたのである。
庭園はその時点における，歴史・芸術・思想などのエッセンスを凝縮し
た総合芸術と言われるが，その裏では一族を支える経済的基盤ともなって
いた。この重層性への理解をもって今後は中国庭園にアプローチする必要
が生じたといえよう。
隠居後の盛康は，冠雲峰の横に建てた待雲庵で余生を過ごした。太湖石
の頂にかかる雲を見上げながら，あるいは雲のかかるのをじっと待ちなが
らお茶をたしなんでいたのであろうか。一族の永続を願いながら。
（おがた けんいち・関西学院大学非常勤講師）
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